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はじめに　光ポンピング原子磁気センサは，超高感度な磁気センサとして医工学分野で注目を集

めている [1, 2]．このセンサはセル内でのスピン偏極の空間不均一性により計測領域が狭いという

欠点があった．我々はこれに対して，2種類のアルカリ金属原子Kと Rbを用い，スピン交換衝突

によりスピン偏極を移行させる手法によって空間均一性の高いスピン偏極を実現した [3]．これに

よりプローブ光伝搬方向に垂直な面内での多点同時計測が可能となったが [4]，プローブ光伝搬方

向の磁場分布を同時計測することはできなかった．そこで我々は，ポンプ光を分割し，分割され

たポンプ光それぞれを異なる周波数で変調をかけることにより，プローブ光伝搬方向の磁場分布

を計測することを提案する．今回はポンプ光の変調による磁場応答信号の変化の有無を検討した．

実験　図 1に実験系の概要を示す．センサセルは電気加熱ヒータにより 180˚Cに加熱される．この

とき内部のKおよび Rbはの密度はそれぞれ 1013 cm−3と 1014 cm−3程度である．ポンプ光はKの

D1遷移波長とし，プローブ光はRbのD1遷移波長より少し離調した．センサは 100 Hzに共鳴する

ように設定した．図 2に，ポンプ光を 1010 Hzで変調をした場合としていない場合の 100 Hzの磁

場に対する応答信号を示す．100 Hz付近での磁場感度は，変調していない場合は 20.5 fTrms/Hz1/2，

変調した場合は 53.0 fTrms/Hz1/2，ロックイン検出をした場合は 37.1 fTrms/Hz1/2であった．また，

数十Hzの低周波領域では雑音が大きくなっており，ポンプ光の変調周波数のゆらぎや環境磁場の

変動が影響していると考えられる．しかしながら，変調後の感度も 53.0 fTrms/Hz1/2と生体磁場計

測に堪えうる感度を保持しているため，これにより 3次元の磁場分布計測に発展が見込まれる．
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Fig. 1: Experimental setup.
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Fig. 2: Experimental result.
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